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＜連絡事項＞
・

＜入室状況＞

【ユニット移動】
・小林　信英様～合併症室➝東C4

＜患者様連絡事項＞
・田中　邦男様～膀胱留置カテーテル交換、MG－T交換

・笹川　桂様～主治医面談実施せず退院となる。

・和田　昌様～主治医より家族様へ再度治療方針確認するよう指示あり。兄様へ連絡するが不在。


・田名部　幸子様～メトトレキサート7/13分、フォリアミン7/15分柞木田Drより代理処方して頂く。

・中川原　翔様～7/17（水）に措置解除し自宅退院予定、退院後の通院先はみさわの森クリニックとなること伝える。措置解除面接を7/16（火）15：00～15：30のモニター面会で調整（予約も済）。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施、開放観察中、自室から出て来ず静穏にて過ごされている。奇異行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～8時～17時の開放観察実施。妄想言動あるも不穏さなし。ホールで飲水行為ありスタッフが声掛けると素直に応じ止めている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・藪　真弓様～終日隔離中。痙攣発作や不穏なく自室内で静穏にて経過。スタッフ対応穏やか。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく

・横田　健様～身体拘束中。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・宮野　理恵様～9：20主治医診察にて身体拘束解除となり、バルンカテーテル抜去。その後はホールでテレビ観て過ごされ不穏なく静穏にて経過。他者交流も見られトイレで排尿出ている。

＜馬渡Dr診察＞
・田中　邦男様～ロナセンテープ継続処方となる。適宜痰吸引を行い酸素飽和度の低下を防ぐよう指示あり。

・笹川　桂様～7/16退院のため、臨時薬5日分追加処方となる。初外来は2～4週間後に設定の指示あり。

・松橋　光貴様～トリンテリックス20mgに増量、シクレスト中止(本日分は除剤指示あり除剤済）以外は同内容で7日分処方となる。

・中川原　翔様～ブロチゾラム中止となる。離脱症状の出現に中止するよう指示あり。

・野口　房子様～同内容にて7日分処方となる。DATスキャンの予約指示あり。PSWに情報提供、予約依頼する。受診時家族付き添いかスタッフ付き添いか検討、確認していく。

＜田名部Dr診察＞
処方変更、新たな指示無し。




＜皮膚科診察＞
・浅沼　佑香様～顔面に発赤　膿疱散財→ゲンタマイシン軟膏塗布の指示
・赤坂　順一様～スピール膏Ｍ+エアウォールドレッシングフィルム
・畑中　成夫様～左胸部　掻痕。デルモゾール軟膏塗布の指示。
・山崎　まり子様～顔面発赤　軽度落屑・痒み＋ロコイド軟膏塗布の指示
・水梨　孝純様～腹部湿疹、デルモゾールクリーム塗布の指示。


